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１ はじめに 

岩手県宮古市の国道45号上に立地する道の駅たろう

は,三沿道完成による交通量急減が想定されるため,田老

地区の土地区画整理事業区域内に移転する. 

近年の道の駅１）は単なる休憩施設に留まっておらず，地

域拠点としても役割を発揮する。道の駅たろうが町の中

心に位置することで今後，地域の拠点としての役割が期

待される． 

 山本ら２）は，道の駅の地域振興機能や併設施設の実態

を把握するために全道の駅の地域振興施設を中心にア

ンケート調査を実施している． 

そこで，本研究では既往研究のアンケート調査の結果

も踏まえ，田老地区の住民を集め開催したワークショッ

プから,当該駅に対する住民の要望を把握した．そして地

域拠点となるための今後の整備検討をした． 

２ 研究方法 

 初めに，道の駅の取組みや施設概要・建設予定地周辺

を知るべく，現地調査を重ねた．そして，田老地区の住

民を集めてワークショップを開催し、地域住民の意見や

要望を把握した．また，田老地区復興まちづくり計画３）

を元に新しい道路網・土地計画利用をGIS(地理情報シス

テム ) 上で作成し，道の駅の中心性や周辺集落から道の

駅までの距離・所要時間を定量化し，道の駅が地域拠点

化するための役割の把握と今後の整備検討をした． 

３ ワークショップによる調査 

 既往研究のアンケート結果から，道の駅は主に特産物

販売や周辺住民への食材提供といった役割を発揮して

いることが明らかになっている．また地元住民から要望

が多いとされる上位の施設には，入浴施設（８４件），

金融機関ＡＴＭ（６６件），飲食施設（６５件），その

ほかコンビニなどといずれも生活利便施設であったこ

とがわかっている． 

また、田老地区の住民を集めて実施した「田老の今後

について考えるワークショップ」の中で挙げられた意

見・要望をまとめたものが表１である． 

表１ 田老の弱点についての住民の意見 

 

既往研究のアンケート結果とワークショップで挙げ

られた意見の関連性としては，地元住民から飲食店・食

料品店をはじめとした生活利便施設の需要が高いとい

うことである。また、道の駅新施設の併設施設４）として

は，ファストフード店，産地直売施設や漁協直売所，４

件の事業者出店（コンビニ，食堂，小売製造業，食料品

店）等も予定されているため，食材提供・買い物面が改

善される可能性が高いといえる． 

４ GISを用いた道の駅新施設と周辺施設の表現 

 ESRI 社のArcGIS10.1（以下略GIS）を用いて，田老地

区復興まちづくり計画，また現段階で存在する周辺施

設・今後建設予定の施設を現地での踏査を基に，田老地

区の市街地を作成した。そこから，ジオプロセンシング

のバッファを用いて1000m圏内にどれほど施設が集約し

ているのかを示した． 

地域内から見た弱み 地域外から見た弱さ

田老地区の責任者、リーダーが見えな
い

通過される

地域力が育っていない アクセス性

観光客を呼び込むこと ATMない

経済圏が宮古市街になる 被災イメージが強い

通過される 娯楽施設がない

若者が少ない 民宿がない

人口流出 海のレジャーがない

肉食がない 語り部の勉強不足

名産品が少ない 外国語による説明がない

後継者不足（いろいろ） あらゆる方面のリーダーがいない

嫁が来ない 商業施設が十分でない

飲み屋がない 後継者不足

行政に依存する傾向が強い 買物する場が少ない

自治組織が分散したまま

雇用の選択の余地少ない

行動の主体になる人たちの連携が取り
づらい

寄りたい動機づけが少ない

業種が無くなったものがある

企業数が減少した

世帯数・人口の減少

意見
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図２ 道の駅から1000m圏に立地する施設 

 

図３ 各集落最奥部から道の駅までのルート 

 

表２ 各集落最奥部～道の駅間の所要時間比較 

 

 

図２から道の駅を中心とした場合1km圏にはほとんど

の施設が立地していることがわかる． 

また，道の駅周辺の５つの集落から道の駅間の所要時

間を比較し，GISのルート解析（高台の標高データが現

時点で存在しないため投影せずに解析）により距離を求

め，高梨ら５）による一般男性の歩行速度4.3km/時という

指標を用いて，徒歩での所要時間を算出した．集落の出

発地点としては各集落の最奥部を選定し，Google Mapの

座標データをGIS上にポイントといして表し解析した．

また，高台のルートに関しては実際に現地でも徒歩で所

要時間を計測した． 

 図３と表２より，宮古北高校付近（小林地区）の集落

（ルート５）を除いた４つの集落は道の駅まで約10~15

分圏，500m～1000m圏であった．三王高台からのルート

に関しては標高データを投影していないため，実測値と

大きな差が生じたと考えられる．宮古北高校付近の集落

は他の集落より距離,時間ともに長い．徒歩による手段は

好ましいとは言えないだろう． 

５ 考察 

 本研究では，地域住民の要望が主に商業施設や生活利

便施設だったことを明らかにし，GISを用いて道の駅が

周辺地域に地域拠点の場として徒歩で寄り易い立地に

あることを示した．「歩いて暮らせる街づくりに関する

世論調査」６）において，歩ける範囲が500～1000mと答

えた割合が約6割に達することや徒歩で行ける範囲に必

要な施設は何か，という問いに対し，スーパーマーケッ

トや病院，郵便局といった生活利便施設を答えた割合が

約８割であったことからも以上のことがいえるだろう． 

６ おわりに 

東日本大震災から約５年が経ち,過疎化や少子高齢化

など様々な社会問題を抱える田老は復興へ向けあと少

しの段階である．道の駅は地域住民の買い物の場という

役割を果たす可能性が高いため，住民のニーズに伴った

品目をそろえるなどの取組みが重要である．また，田老

の市街地は道の駅を中心に集約するが，道の駅や道の駅

周辺は津波浸水区域内でもあるため防災対策の検討が

課題である．更に，今後標高データの入手が可能になり

次第，高台からの所要時間を解析し，周辺住民の道の駅

までの所要時間やルートから，街中への誘導サイン等の

検討に利用していきたい． 

地域拠点の役割を果たすためには，まず住民の要望，

地域性に見合った場にしていくことが不可欠である．そ

のためにワークショップという方法を用いて要望を集

めることは，アンケート調査のように定量的に示すこと

は難しいが，本質に迫るためには非常に有効であったと

考える． 
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